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【成果】               【取組】               

 
     

 

武蔵村山市立第七学校（２年目） 
【校長】 【生徒数】    【学級数】 

川口 周作  ６２１名      ２０学級 

○研究授業（体育科）での取組 
・低学年から話し合いを大切にする授業 
・体育専科を中心に普段から学年間で授業観

察を行い、系統的な指導法、物品や内容の共
有を図る。 

○健康生活に関わる取組 
・養護教諭が体育科保健領域の指導に関わる

とともに、保健学習で使用した学習 
カード等の蓄積を進める。 

○食育に関わる取組 
・総合的な学習の時間等で体験活動を設定し、

食に関する意識を高める。 

① 校内アンケートの結果から 
・「運動が好き」と回答した児童が増加し、 

２年間で 90%以上となった。特に低学年の
増加が目立った。 

・「早寝早起き」を意識する児童が５％以上 
増え、２年間で 80％以上となった。 

・「食事のマナー」を意識する児童が増加し、
２年間で 90％以上となった。 

 
②体力テストの結果より 
・「反復横跳び」「50m 走」「ボール投げ」の

項目で全校平均値が前年を上回った。 

次の取組へ 

目標 
 ・自ら進んで運動や外遊びを楽しむ児童（70％以上） 
  ・健康的な生活を送ることを意識し、実践する児童（85％以上） 

・「運動が好き」と回答した児童が約 90％であ
る一方、「休み時間に外遊びをしない」と回答
した児童が約 40％である。 

⇒ 運動の日常化に課題がある。 
・「早寝早起きを意識している」と回答した 

児童が約 80％いるが、昨年度と比べて就寝
時間が遅くなっている傾向が見られる。 

⇒ 意識が実生活に反映されていない。 
・食事や栄養に関する興味が、学年が上がるに

つれて低下している。 

・児童の意識改善には一定の成果が見られ
たが、実生活への反映は限定的であった。 

⇒ 生活の中心である家庭への働きかけを 
工夫し効果的な取り組みを検討する。 

・２年間の取組を、教育課程の中で無理なく
残していくこと。 

⇒ 学期に数回行った運動に親しむ時間 
「元気タイム」を月に一度の「ロング中休
み」にするなど、持続可能な取組として 
継承していく。 

 

〇 学校と家庭、地域による食育指導 
  栄養教諭、地域の農

家と連携した食育指導
や、自然公園等の環境
資源を活用した体験的
な学習を行った。また、
授業後に保護者にコメ
ントをもらうことで家
庭での食に関する意識
向上を図った。 

 

〇 学年間での連携を深めた体育指導の追求 
 

  体育専科をはじめ、体育の学習指導を主導
する教員を各学年に配置し、学年間の系統性
を考慮した指導法を検討したり、教具や用具
の開発を行ったりした。 

 運動を好きになり、日常的に運動に親し
む児童が増えるようにすることを目指し、
関わり合いや話し合いを大切にした楽しい
体育授業の研究を進めた。 

〇 養護教諭との連携による児童の意識向上を目指した健康教育 

定期的に行われる保健指導に
加え、「健康生活チェックシー
ト」によって長期休業後に児童
の生活について調査し、児童が
意識的に生活リズムを整えられ
るようにする取組を行った。養
護教諭と連携した保健指導及び
健康教育により、児童の健康生
活への意識向上を図った。 


